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一人はみんなのために 

みんなは一人のために 

発言一部抜粋  

液状化被害と

会員ふやし 
 旧黒埼町の特

に善久では、1

月の地震で液

状化の被害が

多く、会員宅も、住宅兼車庫から砂や水が噴き出し傾

くなどの被害がありました。家を直す間の借家を探す

も、借家自体が被害を受け、短期間ではさらに借りら

れず、やむなく赤紙の貼られた自宅に戻ったという話

もあります。 

黒埼守る会も高齢化や思うような活動ができないな

ど、他の単組と同じ悩みを抱えていますが、生活相談

からの入会や税の書きこみ会から知り合った方に会う

ために３日続けて通って新聞を1部増やしたりと、何

とか元気を出して頑張っています。 黒埼守る会 後

藤リツ 
 

 生活保護世帯へのエアコン設置 
長岡市では、今年度予算でエアコンの設置予算が計

上されました。市の担当者から、今期限りの市の単独

事業で、生活保護世帯で、エアコンが一台も無い世帯

に購入設置工事補助金を出すと、説明を受けました。

今まで国の制度を使い、

２０２３年度までの６年

間で、２１台取り付けが

あったそうです。市独自

の予算なので、国の制度

より対象の範囲が広く、

宣伝をして会員増やしに

役立てたいと思います。

長岡守る会 高坂広 

 ５月１２日、新潟県生活と

健康を守る会連合会は第４９

回総会を開催し、全県から代

議員・評議員、役員など５５

名が参加しました。 

 日本共産党県委員会田中眞

一書記長、打越さく良参議

員、原発をなくす県連絡会小

市新事務局長があいさつ。

日々の班会の様子や能登半島

地震の被害、地域医療構想の

実態など９名が発言。議案を

深めるとともに、要求に応え

て組織を大きくしようと討論

を行いました。総会では、新

年度の方針・予算を決め、役

員を選出しました。 

 

会 長  野本 孝子 （前） 

副会長  吉田 松雄 （新） 

     斎藤 正直 （新） 

     野沢 慎一郎（新） 

事務局長 倉島 智恵子（新） 

 

 

常任理事 相馬 襄士（前） 

     渋谷 仁 （前） 

     中村 武夫（前） 

     井浦 正 （新） 

     高坂 廣 （前） 

 

４９期新潟県生連新役員 

会計監査・和澄利男、瀬賀孝子   顧問・渡辺和子 
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 群馬県桐生市は、保護費を１日１００

０円、月内に全額を支給しないといった

違法な運用をおこない、保護利用者が１

０年間で半分に、母子家庭は１０分の１

に急減しました。全生連は、学者や他団

体に呼びかけ「全国調査団」を結成し、

４月４日・５日に調査をおこない、群馬

県と桐生市に改善を求めました。桐

生市での市民集会には２００名が参

加しました。 

 新潟県生連は、４月２７日、この

調査を機会に各地の守る会が生活保

護の運用状況を調査し、改善運動に

とりくむことを目的に新潟市で「調

査団報告会」を開催し、１２守る

会・２６名が参加しました。 

 また、倉島智

恵子（現事務局

長）が、保護率

が下がり自動車

の保有が極端に少ない長岡市の生活保護

について特別報告しました。 

 参加者から、「なんで違法が発見でき

なかったのか」「捕捉性（自動車、生命

保険、稼働能力）より、まず申請をさせ

るべき」「自分の市の実状を知らなけれ

ば」などと、活発な発言がありました。 

 物価高で暮らしは大変です。ところが、自民党は、「裏金」事件の反省なしに、大

企業と大金持ちから企業団体献金（賄賂）を貰い続けようと必死です。国民には年

金、生活保護引き下げや、医療・介護の値上げなどを押し付け、軍事費を４３兆円に

増やそうとしています。もう古い自民党政治を終わらせましょう。 

生活と健康を守る会は、様々な要求を実現してきました。守る会に入会して「気持

ちが明るくなった」と喜ばれています。守る会なしにはくらしを守り、政治を変える

ことはできません。 

 守る会は、５月から７月までを「要求実現、会員・新聞ふやし特別期間」とし、会

員のみなさんに会員と新聞をふやすことを強く呼び掛けています。知り合いや兄弟、

職場の仲間などに入会と新聞をすすめましょう。 

呼
び
か
け


